
                                       

                                       

                                       

                                       

     

第 8回定期大会報告 ジ
ェ
イ
コ
ム
グ
ル
ー
プ 

労
組
ニ
ュ
ー
ス 

七
月
十
七
日(

水)

、
東
京
で
は
七
月
の
日
照
時
間
が
記

録
的
に
少
な
く
、
当
日
の
天
気
も
く
も
り
空
の
中
、
Ｍ
Ｓ

Ｏ
よ
り
徒
歩
数
分
に
あ
る
Ｔ
Ｋ
Ｐ
日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
３
階
に
於
い
て
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
第
８
回
定
期
大
会
が
定
刻
の
十
三
時
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

各
拠
点
よ
り
招
集
し
た
代
議
員
二
十
名
に
加
え
、
左
記
ご

来
賓
の
方
々
が
ご
臨
席
賜
り
、
各
団
体
代
表
者
様
よ
り
激

励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

情
報
産
業
労
働
組
合
連
合
会(

以
下
、
情
報
労
連) 

副
書
記
長 

北
野
眞
一
様 

中
央
本
部 

組
織
対
策
局
長 

水
野
和
人
様 

中
央
本
部 

組
織
対
策
部
長 

浦
早
苗
様 

中
央
労
働
金
庫 

さ
い
た
ま
支
店 

支
店
長 

若
旅
広
志
様 

電
通
協
済
生
協 

北
関
東
甲
信
越
Ｂ 

担
当
部
長 

亀
田
卓
様 

株
式
会
社
ジ
ュ
ピ
タ
ー
テ
レ
コ
ム 

人
事
本
部
長 

千
田
貞
文
様 

労
務
厚
生
部
長 

住
田
和
嘉
子
様 

 

昨
年
に
引
き
続
き
会
社
側
が
お
越
し
い
た
だ
け
た
の

も
、
労
使
協
調
に
て
十
九
年
度 

の
会
社
側
と
の
定
期
的
な
事
務 

折
衝
を
行
っ
た
関
係
構
築
の
賜 

と
理
解
致
し
ま
す
。 

加
美
委
員
長
の
挨
拶
以
降
、
左
記
議
案 

に
つ
い
て
二
〇
一
九
年
度
報
告
並
び
に
二
〇

二
〇
年
度
活
動
計
画
案
等
、
長
谷
川
事
務
局

長
よ
り
解
説
が
な
さ
れ
、
全
議
案
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
二
〇
二
〇
年
度
の
活
動
方
針
等
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
内
容 

第
１
号
議
案
・２
０
１
９
年
度
取
り
組
み
総
括 

第
２
号
議
案
・会
計
監
査
報
告 

第
３
号
議
案
・２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
案 

第
４
号
議
案
・２
０
２
０
年
度
予
算
案 

５
・ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認 

「み
ん
な
で
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 

 

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
！ 

 
 
 
 
 
 

幸
福
を
呼
ぶ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
！
」 

６
・組
合
役
員
の
選
出 

  

第
３
号
議
案
に
お
い
て
、
北
関
東
技
術
セ
ン
タ
ー
所
属
の
外
代
議
員

よ
り
、
３
点
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

①
住
宅
手
当
に
つ
い
て 

区
分
変
更
が
生
じ
た
際
の
勤
務
地
と
な
る
も
転
居
は
せ
ず
通
勤
し
た

際
に
、
勤
務
地
に
則
っ
た
住
宅
手
当
に
変
更
さ
れ
る
。 

②
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
の
新
設
検
討
。 

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、
二
十
四
時
間
態
勢
で
管
理
さ
れ
て
い

る
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
る
技
術
部
門
在
籍
従
業
員
の
勤
務
イ
ン
タ

ー
バ
ル
を
明
確
化
。 

③
局
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
相
当
の
間
接
部
門
に
お
け
る
手
当
の
検
討
。 

人
を
束
ね
る
意
味
で
は
部
署
問
わ
ず
、
何
か
し
ら
の
手
当
て
が
妥
当

で
は
な
い
か
。 

局
内
に
お
い
て
も
ア
ド
ミ
長
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
手
当
て
は
な
い
。 

現
場
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
全
て
が
管
理
職
で
は
な
く
、
非
管
理
職
に

て
組
織
さ
れ
て
い
る
拠
点
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。 

長
谷
川
事
務
局
長
よ
り
、
今
回
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
現
状
を
把

握
の
う
え
、
前
向
き
に
会
社
側
と
の
折
衝
内
容
と
し
て
検
討
す
る
旨

回
答
し
た
。 

 

各
職
場
に
お
い
て
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
課
題
は
ま
だ
存
在
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
【
働
か
せ
改
革
】
か
ら
、
真
の 
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【
働
き
方
改
革
】
と
な
る
よ
う
、
我
々
組
合
員(

労
働
者)

の

意
見
を
今
以
上
に
会
社
側
に
声
を
上
げ
、
更
な
る
よ
り
良
い

職
場
環
境
実
現
に
寄
与
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
た
。 

支
部
単
位
に
て
組
織
拡
大
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

が
、
成
果
が
伴
わ
な
い(

組
合
員
の
減)

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

会
社
を
よ
り
良
く
し
た
い
思
い
を
持
っ
た
従
業
員
は
、
身
近

に
働
く
同
僚
・
先
輩
・
後
輩
に
も
多
く
い
る
は
ず
で
す
。 

是
非
、
業
務
終
了 

後
の
場
に
お
い
て 

労
働
組
合
の
参
画 

を
、
執
行
委
員
・ 

職
場
委
員
は
じ
め 

各
拠
点
に
在
籍
す 

る
組
合
員
一
人
ひ 

と
り
が
高
い
意
識 

を
持
ち
仲
間
造
り 

の
声
掛
け
を
し
、 

労
働
組
合
に
一
番 

必
要
な
組
合
員
を 

増
や
し
て
い
き
ま 

し
ょ
う
。 

【
数
は
力
！
】 

 

二
〇
二
〇
年
度 

◆
中
央
執
行
部
役
員
一
覧
◆ 

委
員
長 

 

・
加
美 

秀
樹(

東
大
阪
局) 

委
員
長
代
行
・
進
士 

 

隆(

Ｙ
Ｙ
船
橋
習
志
野
局)  

副
事
務
局
長
・
大
橋
麻
衣
子(

東
京
Ｃ
Ｃ) 

事
務
局
長 

・
長
谷
川
和
典(

福
岡
局) 

副
委
員
長 

・
古
澤 

秀
樹(

八
王
子
日
野
局) 

執
行
委
員 

・
積 

 

宏
文(

熊
本
局) 

 
 
 
 
 
 

・
山
本 

紘
也(

堺
局) 

 
 
 
 
 
 

・
西 

 

美
秀(

相
模
原
大
和
局) 

 
 
 
 
 
 

・
牛
島 

栄
一(

情
報
シ
ス
テ
ム
本
部) 

 
会
計
監
査 

・
山
﨑 

菜
摘(

越
谷
春
日
部
局) 

 
 
 
 
 
 

・
田
島 

康
平(

熊
本
局) 

 
 

「みんなでひろげよう！ より働きやすい職場環境を！ 幸福を呼ぶイノベーションを！」 

 

 

 

 

千
田
人
事
本
部
長 

加
美
中
央
執
行
委
員
長

千
田
人
事
本
部
長 



                                       

                                       

                                       

 

 

 

 

 

      会場建物 

 

       写真 

人間ドックのご予約はお済でしょうか？  夏季休暇は9月末までに取得しましょう！ 

   

当組合に対するご意見・ご要望、職場相談などご意見ください。 

該当支部担当よりご連絡させていただきます。             HP：http://www.jcomwu.com/ 

 

 

中
央
執
行
委
員
並
び
に
各

支
部
執
行
委
員
に
対
し
、
情

報
労
連
の
会
議
室
に
於
い

て
、
労
働
組
合
の
基
礎
及
び

執
行
委
員
の
心
構
え
と
役
割

な
ど
、
改
め
て
労
組
に
つ
い

て
情
報
労
連 
水
野
局
長
、

浦
部
長
に
て
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

           

終
了
後
決
起
会
を
開
催
。

大
会
で
も
お
言
葉
を
頂
戴
し

た
情
報
労
連 

副
書
記
長
の

北
野
眞
一
様
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

各
支
部
執
行
委
員
同
士
の
情

報
交
換
・
情
報
共
有
、
ま
た

上
部
団
体
と
の
交
流
を
深

め
、
有
意
義
な
時
間
と
翌
日

の
大
会
成
功
を
祈
願
致
し
ま

し
た
。 

大
会
終
了
後
、
十
五
時
よ
り
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
会

社
側
か
ら
も
千
田
人
事
本
部
長
、
住
田
労
務
厚
生
部
長

の
ほ
か
、
人
事
本
部
江
幡
専
任
部
長
や
事
務
折
衝
で
は

日
頃
よ
り
組
合
窓
口
と
し
て
ご
協
力
頂
い
て
い
る
、
西

本
Ａ
ｍ
ｇ
ｒ
や
櫻
井
様
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

信
任
さ
れ
た
新
中
央 

執
行
委
員
並
び
に
各
支 

部
執
行
委
員
の
ご
挨
拶 

も
同
時
に
行
っ
た
。 

組
合
員
同
士
の
意
見
交 

換
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社 

側
と
の
意
見
交
換
を
図
る 

こ
と
が
出
来
た
懇
親
会
と 

な
り
ま
し
た
。 

  

 

懇
親
会
の
締
め 

に
は
積
中
央
執
行 

委
員
と
新
た
に
会 

計
監
査
と
し
て
信 

任
さ
れ
た
田
島
さ 

ん
お
二
人
を
中
心 

に
、
博
多
三
本
締 

め
に
て
無
事
に
第 

八
回
定
期
大
会
の 

懇
親
会
も
終
え
る 

こ
と
が
出
来
ま
し 

た
。 

◆
各
支
部
役
員
一
覧
◆ 

関
東
支
部
長 

・
古
澤 

秀
樹(

兼
中
央
副
委
員
長) 

事
務
局
長 

・
西 

 

美
秀(

兼
中
央
執
行
委
員) 

副
事
務
局
長
・
高
村 

 

剛(

熊
谷
局) 

 
 

 
 

 

・
大
橋
麻
衣
子(

兼
中
央
副
事
務
局
長) 

 
 

 
 

 
 

・
牛
島 

栄
一(

兼
中
央
執
行
委
員) 

 
 

 
 

 
 

・
本
田
太
志
郎(

町
田
川
崎
局) 

 
 

 
 

 
 

・
相
澤 

広
伸(

関
東
Ｃ
Ｃ) 

 
 

 
 

 
 

・
阿
相 

佑
樹(

関
東
Ｃ
Ｃ) 

 

関
西
支
部
長 

・
松
本 

和
浩(

東
大
阪
局) 

事
務
局
長 

・
山
本 

紘
也(

兼
中
央
執
行
委
員)) 

 
 

 
 

 
 

・
樋
口
聡
一
郎(

堺
局)  

 
 

 
 

 
 

・
中
村 

 

誉(

関
西
Ｃ
Ｃ) 

 
 

 
 

 
 

・
玉
置 

勝
敏(

和
歌
山
局
） 

 
 

 
 

 
 

・
宮
城 

友
和(

宝
塚
川
西
局) 

 
 

 
 

 
 

・
石
井 

 

慧(

東
大
阪
局) 

 

九
州
支
部
長 
・
積 

 

宏
文(

兼
中
央
執
行
委
員) 

事
務
局
長 
・
有
吉 

裕
一(

福
岡
局) 

 
 

 
 

 
 

・
奥
野 

 

修(

下
関
局) 

 
 

 
 

 
 

・
中
村 
広
明(

熊
本
局) 

 
 

 
 

 
 

・
湯
ノ
口
雄
人(
熊
本
局) 

 
 

 
 

 
 

・
河
野 

翔
太(
北
九
州
局) 

・
大
津 

善
彦(

北
九
州) 

・
笠
井 

 

拓(

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｗ) 

我々は一人ではありません。みんなの力を集結し、２０２０年度も更なる職場環境改善の実現に向けて、会社業務同

様に全力で組合活動に取り組みましょう！ 

そして、今回報告した内容以上の成果を、来年予定される大会では報告が出来ますように、団結して行きましょう！ 

最後に大会準備から当日運営に携わった関東支部執行委員の皆さん お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

  

 

  

古
澤
新
副
委
員
長 


